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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・行事担当より

食事制限のある患者様については、餅のカロリーとケーキ・プリンのカロリーを合わせて、主治医へ確認をお願いします。

　各行事の家族連絡について、クリスマス会・餅つき大会・豆まき、合わせて2千円以内との事なので、まとめて家族連絡をお願いします。

・11/26（火）・11/27（水）実習生が2名ずつ病棟へ見学に来ます。担当患者様は、大上なみ様と山本伸子様となっています。

・11/28（木）まで、For表紙写真投票を行っていますので、投票をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・滝澤　久江様～義歯が破損した事をご家族様へ伝え、了解を得て11/29（金）歯科予約しています。

・山本　伸子様～「疾病教育」を始めています。先ず基礎コースを行い、実施後の評価も行いながら、ステップアップコースを予定していきます。

＜要注目患者様＞

・小笠原　禮子様～本日は、いつもよりトイレ篭りはなく、ホールや自室で過ごされています。体重減少が見られますが（30kg）、朝・昼食ともに、主食・副食全量摂取する事が出来、間食も摂る事が出来ています。

　　　　　　　　　2日続けて尿失禁している事がありました。利尿剤を服用しているので、尿の回数・下肢の浮腫みがないかどうかを観察していきましょう。

・平　勝利様～先週あたりから、同室者に対して被害的な発言が聞かれています。昨日、同室者に対しての不満の訴えが多くなってきている事から、居室を305号室から307号室へ移動しています。本日は、特定患者様に対しての不満の訴えなく落ち着いて過ごされています。部屋を移動した事について聞くと、「安心して眠れた」と話されています。

・布施　邦雄様～昨日、同室者である平勝利様が、部屋を移動した事に対して「俺が悪くて移動したのかな」とスタッフへ話される事がありました。

　　　　　　　　同室患者様の移動は、患者様間のコミュニティーでの心理的影響はあるもので、

　　　　　　　　その後の慎重なフォローは日うようになります。

・赤坂　順市様～昨日の13時頃、単独でサンデーまで出掛けている事がありました。スタッフの方から、単独で外出出来る範囲や、サンデー等の遠い所に行くには主治医に確認し許可を得てから行く事が出来ることを説明し、本人了解しています。また、同じ行動を起こす可能性がありますので、外出する際は、一声かけるなどの介入はして生きましょう。

・金沢　洋子様～11/24（日）深夜帯より、右第１趾爪の横に傷があり、発赤・腫れがありましたが、本日確認すると、腫れ等の悪化はなく経過してます。絆創膏を貼り換えています。

・大釜　万知様～昨日、ご家族様へ退院日時の件について連絡しています。ご家族様より、主治医とも話しをしたいとの事で、主治医面談を希望しています。

　　　　　　　　本日、ご家族様へ、これまでの経過「外泊・青山荘見学・見学時のスタッフ対応・退院に向けての取り組みをする事の説明・退院日はご家族様の都合に合わせる事」について、改めて伝えています。ご家族様より、退院日は11/30（土）11時でお願いしますと連絡がきています。

　　　　　　　　退院療養検討会については、11/28（木）に設定する予定で、明日に改めて

　　　　　　　　藤原JGMより、関係者に連絡を行うとの事です。

この情報は、本人にはまだ伝えていません。

→夕方に経過を主治医報告

　これまでの家族（特に母様）の理解度や不安の軽減も合わせて、地域支援検討会を実施計画して欲しいとの事。

　30日の家族希望での退院予定は無しとして（明日改めて家族連絡）、地域支援を設定していくことへ、情報変更とする。

・古川　富蔵様～本日、スタッフ付き添いで銀行へ行かれています。スタッフと一緒に確認をしながら、入金を行っています。

　　　　　　　　窓口での14万円の入金を行っている。

＜週間予定＞

11/25（月）大釜万知様　腹囲測定

11/26（火）見学実習

11/27（水）見学実習

　　　　　　夜勤想定　防災訓練

　　　　　　リネン交換

11/28（木）医療機器委員会の研修

11/29（金）定期心電図

　　　　　　医療機器委員会の研修

　　　　　　歯科（滝澤久江様、古川富蔵様）

　　　　　　モップはずし

11/30（土）ポット洗浄

＜勉強会＞

・「入浴時の観察、清潔の援助」について勉強会を行っています。

入浴、清潔保持の意義と目的

　入浴は身体を清潔にし、血液の循環をよくするとともに、気持ちもリラックスさせてくれる。しかし一方で、人によっては体力を消耗したり、疲労を伴ったりするなどの身体的変化のほか、転倒や火傷などの事故につながる可能性もある。

　入浴の効果と安全な入浴の方法を理解することは、利用者の入浴場面における自立の支援につながるといえる。

（１）　身体の清潔を保つ

　入浴がもつ生理的な意義には、次の4つがある。

　・身体を清潔にする。

　・血液循環を良くし、新陳代謝を促進させる。

　・適度な疲労により食欲増進や安眠をもたらす。

　・褥瘡や感染を予防する。

血圧は、４2℃以上の熱い湯に入ると、交感神経の緊張により一時的に上昇する。

肺や心臓の機能が低下していると、水圧によって呼吸数・心拍数が増加し、息苦しさや圧迫感を感じることがある。また、3７～３８℃くらいのぬるま湯では、副交感神経の働きにより腸の蠕動運動が活発になる。

水圧や浮力は、関節の動きをスムーズにする。

（２）　気分転換を図る

　人は、習慣として夜間に入浴をして一日の疲れをとることが多いが、同時に、癒されて気分転換を図る意味も大きい。

　自宅でゆったり入る入浴は、精神的にもくつろげるので、爽快感や開放感を実感してストレス解消にもつながる。浴槽に浸るとか、シャワーですませるなど入浴方法は違っても、

気分転換を図ることは同じである。

　特に高齢者は、それまでの習慣的な入浴の方法を続けることを望んでいる場合が多いので、リズムのある生活をしていくうえでも入浴の果たす役割は大きい。

（３）　人間関係と社会参加の促進

　かつて銭湯が栄えた頃は、浴場が社交の場、親子のスキンシップの場など、コミュニケーションがとれる場を担っていた。現在においても入浴の場面では、利用者(利用者様同士)とコミュニケーションを図り、人間関係をつくるきっかけの場である。入浴により汗や汚れを流し、清潔を保つことは、社会参加を進めるためには欠かすことのできないものである。

<４>　入浴の利点と注意点

　入浴には次のような利点(効果)がみられる一方で、注意しなければならない点がある。

①入浴の利点

・皮膚を清潔にし、感染を予防できる。

・血行が良くなり、身体が温まる。

・浮力の働きで筋肉の負担を軽減し、疲労回復につながる。

・リラックスできるほか、安眠をもたらす。

・清潔にすることで人間関係を円滑にし、社会参加を促す。

・全身を観察する機会となる。

②入浴の注意点

・事故が起こりやすい。例えば、滑りやすいため転倒による外傷・骨折のほか、浴槽内でのバランスが崩れることによる溺れや、給湯ミスでの熱湯による火傷などが起こりやすい。

・エネルギー消費により疲労する。

・発汗や利尿作用の増加により、血液の粘稠度が増す。

・石鹸の使用により、過度に皮脂を取り去り皮膚が乾燥することがある。

・居室、脱衣所、浴室に温度差があると、寒冷刺激により血圧の急激な上昇を招く。

・長湯すると血圧低下による立ちくらみや、体温上昇による熱中症から意識障害を起こすことがある。

・浴槽の洗浄や消毒不足、湯の交換不足により感染が起こることがある。







